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現 象
[General] 不具合は全て修正すべきではないのか？

説 明
技術者や時間などの資源が無限にあれば， 「技術的に可能な内容であれば」 全ての不具合を修正すること

は可能だと思います．しかしながら，製品である以上投下できる資源には限界があり，その制約の中で製品の

完成度を最大化することがメーカーとしての努めだと考えます．この最大化の達成のために，残念ながら 「修

正までに多くの時間がかかる」 「不具合の原因が分っているのに運用回避をお願いする」 「不具合が分ってい

るのに修正しない」 という状況も発生します．技術者としてはとても心苦しいのですが，どうかこのような事情を

ご理解下さい．
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